
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施】 

 

現状の保健事業と介護予防 

人生 100 年時代をむかえ 健康寿命の延伸・生活の質の向上を目指す 目的 

健診や医療と介護予防・介護サービスが連携していない 背景 

●後期高齢者健診の実施 

保健事業 

    持病がある，閉じこもりがち，フレイルの恐れがある 

など，高齢者は多様な課題を抱えている 

高齢者の 

抱える課題 

●健康づくり教室 

●介護予防講演会 

●地域介護予防活動支援事業等 

 

 

コロナ禍で懸念される 

フレイルの対策にも 

 

それぞれの分野で 

個別に実施 

介護予防事業 

出典：厚生労働省 

資料６－１ 
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・高齢者の様々な特性に合わせた支援（運動・口腔・栄養・社会参加） 

・社会とのつながりを持ち，自分らしく地域で暮らし続ける 

 

事業の方向性 

出典：厚生労働省 
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実
績
報
告 
 

実
施
事
業 

分析・企画・コーディネート 

・一人ひとりの情報を一元管理 

・福祉圏域ごとの健康課題分析や社会資源の整理 

・関係機関や庁内連携，システム構築 

・事業の企画，対象者抽出 

令和３年度 調布市一体的実施イメージ図 

関係機関 

 

庁内 

＜医療・健診データや市民ニーズ調査結果を活用＞ 

医療情報・健診結果・介護情報・医療費の傾向等 

フレイル早期発見のため， 

後期高齢者健診に質問票を追加 

広く集団全体への働きかけ支援(ポピュレーションアプローチ) 

・市民の通いの場へ医療専門職が出向き， 

フレイル予防の健康教育実施， 

フレイル状態にある高齢者の早期発見 

・必要時個別相談やサービスへつなぐ 

 

ハイリスク者への支援（ハイリスクアプローチ） 

・健康状態不明者の把握 

 （一定期間健診や医療未受診かつ，介護保険未利用者） 

・家庭訪問による健康状態把握，健康相談，受診勧奨 

・必要なサービスへつなぐ 

 

 

横断連携を図り， 

高齢者の特性を踏まえた， 

より効果的な事業展開へ 

 

国（厚生労働省） 

東京都後期高齢者医療広域連合 

委託 

データ化のため，健診受診期間を年度内に変更 

調布市 


